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【ハンズネクスト】
外国につながる子どもフォーラムに参加して、2 年
目を迎えました。去年の劇の反響が非常に大きかっ
たため、今年の開催に向けてプレッシャーとやりが
いの中で、学生部門を立案することが出来ました。
宇都宮大学国際学部で、外国人児童生徒であった
2012 年 12月1日（土）に、「外国につながる子
どもフォーラム 2012」を開催しました。毎年、12
月の第一土曜日に行っている報告・発信・討論のた
めの開かれた場です。今回は、HANDSプロジェ
クトが 3 年目の節目を迎える時期の開催となりまし
た。全体を三部構成として、第 1部は、学生実行
委員会企画による「深い良い話をしよう―学生によ
る白熱教室」でした。日本の学校で学んで国際学
部に進学した外国籍の学生と帰国生の 3 名に体験
談を語ってもらいました。第 2 部のテーマは、「3
年間のHANDSプロジェクトの成果と課題」につ
いてでした。「外国人児童生徒支援のための学生
ボランティア派遣事業について」では、まず、事
業説明とアンケ トー調査結果報告が行われ、次に、
派遣校の 2人の教諭から学生ボランティア派遣事
業の実情や成果を語っていただきました。その上で、
この事業の成果や課題について話し合いました。
「HANDSプロジェクトの成果・課題・展望」では、
2人の大学教員から外部評価を行っていただきまし
た。第 3部では、「多言語による高校進学ガイダン
スのあり方を考える」について関係者が話し合いま
した。
以下、第 1部については、学生実行員会委員長
を務めた海野杉江が内容を振り返った文章を書い
ています。第 2 部と第 3 部については、全体の内
容を簡潔にまとめています。なお、外部評価を行っ
ていただいた川口直巳さんからは別に寄稿していた
だいたので、内容が重なるところは 2部のまとめか
らは削除しています。
学生や帰国子女だった学生と出会う機会に恵まれま
した。このような学生から体験談を聞くことで、外
国にルーツのある子どもたちの問題を広い視点で
考えていけると思いました。このような背景の中で、
体験談という形で学生部を実現しました。今年は新
質問に答える第1部の発表者（左から加藤、若林、堀部）
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